
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
八
日
提
出

質

問

第

七

号

Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
の
各
種
発
言
に
対
す
る
政
府
の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

貴

子
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
の
各
種
発
言
に
対
す
る
政
府
の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
一
月
二
十
五
日
、
日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
の
会
長
に
就
任
し
た
籾
井
勝
人
氏
が
記
者
会
見
を
行
っ
た
。
そ
の
会
見

場
に
お
い
て
籾
井
会
長
は
、
い
わ
ゆ
る
従
軍
慰
安
婦
問
題
に
つ
い
て
「
戦
争
地
域
に
は
ど
こ
に
も
あ
っ
た
と
思
う
」
、
尖
閣
諸

島
、
竹
島
に
つ
い
て
「
国
際
放
送
で
尖
閣
、
竹
島
な
ど
領
土
問
題
に
つ
い
て
明
確
に
日
本
の
立
場
を
主
張
す
る
の
は
当
然
だ
」

等
、
我
が
国
の
歴
史
、
領
土
問
題
等
に
関
連
す
る
発
言
（
以
下
、
「
発
言
」
と
す
る
。
）
を
し
て
い
る
と
承
知
す
る
。

右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
会
長
は
、
公
共
性
の
極
め
て
高
い
役
職
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

二

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
会
長
は
、
公
の
場
で
政
治
的
問
題
に
関
す
る
自
身
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
か
。

三

「
発
言
」
の
中
で
籾
井
会
長
は
、
い
わ
ゆ
る
従
軍
慰
安
婦
問
題
に
つ
い
て
「
戦
争
地
域
に
は
ど
こ
に
も
あ
っ
た
」
旨
述
べ

て
い
る
が
、
右
発
言
に
対
す
る
政
府
の
見
解
如
何
。
右
は
歴
史
的
事
実
を
正
し
く
踏
ま
え
た
発
言
で
あ
る
か
。

四

「
発
言
」
の
中
で
籾
井
会
長
は
、
竹
島
、
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
、
「
国
際
放
送
で
尖
閣
、
竹
島
な
ど
領
土
問
題
に
つ
い
て

明
確
に
日
本
の
立
場
を
主
張
す
る
の
は
当
然
だ
」
旨
述
べ
て
い
る
。
右
発
言
に
対
す
る
政
府
の
見
解
如
何
。

五

昨
年
十
一
月
十
二
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
八
五
第
四
五
号
）
で
は
、
「
我
が
国
が
抱
え
る
領

一



土
問
題
に
は
、
北
方
四
島
及
び
竹
島
を
め
ぐ
る
問
題
が
存
在
す
る
。
尖
閣
諸
島
が
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
こ
と
は
、
歴

史
的
に
も
国
際
法
上
も
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
に
我
が
国
は
こ
れ
を
有
効
に
支
配
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
尖

閣
諸
島
に
関
す
る
我
が
国
の
立
場
は
、
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
り
解
決
す
べ
き
領
有
権
の
問
題
は
そ
も
そ
も
存
在
し
な
い
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
我
が
国
が
抱
え
る
領
土
問
題
は
、
竹
島
と
北
方
領
土
に
関
す
る
も

の
二
つ
の
み
で
あ
る
。
籾
井
会
長
の
四
の
発
言
は
、
尖
閣
諸
島
を
巡
る
領
土
問
題
は
存
在
し
な
い
と
い
う
政
府
の
公
式
見
解

に
反
す
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

六

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
国
際
放
送
に
お
い
て
、
領
土
問
題
に
関
す
る
我
が
国
の
立
場
を
主
張
す
る
こ
と
に
対
す
る
政
府
の
見
解
如
何
。

七

「
発
言
」
の
中
で
籾
井
会
長
は
、
四
の
発
言
に
関
連
し
、
「
政
府
が
『
右
』
と
言
う
も
の
を
『
左
』
と
言
う
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
政
府
と
懸
け
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
旨
述
べ
て
い
る
が
、
右
発
言
に
対
す
る
政
府
の
見
解
如
何
。

政
府
と
し
て
も
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報
道
ス
タ
ン
ス
は
、
政
府
の
方
針
、
主
張
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
か
。

八

「
発
言
」
を
受
け
、
政
府
と
し
て
籾
井
会
長
の
出
処
進
退
に
関
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
委
員
会
は
じ
め
Ｎ
Ｈ
Ｋ
側
に
何
ら
か
の

意
見
を
伝
え
る
考
え
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


